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㈱胤蔭建設　　 長崎県東彼杵郡東彼杵町三根郷1622-7

【会社の概要や特徴】

　創業1970年、長崎県東彼杵郡を中心に、主に公共土木工事を主体とした

会社です。昨今の大雨等大規模災害を経験し、『私たちの地域は私たちで守

る』の信念のもと、災害発生時の緊急対応などを通して、地域の安全・安心

な暮らしに尽力しています。

■取り組んだ理由きっかけ

　当社において、労働力の高齢化が喫緊の課題でありました（平均年齢

歳）。労働力不足を解消すべく、どのようにしたら新規雇用を創出で

きるか検討した結果、働き方改革の一環である完全週休二日制を実施し

ようと決断いたしました。

■４週８休実現へのプロセス

　令和元年６月迄は４週６休制（年間休日85日間、１日あたり7.5時間

労働）であったが、令和元年７月より完全週休二日制（年間休日114日

間、１日あたり８時間労働）を導入いたしました。

■実現に向けた様々な課題とその克服方法

　年間約100時間の労働時間削減であるが、仕事量は変わらないので、

ＩＣＴ機器の活用や、杭ナビ等の測量機器の導入による業務効率化、社

内クラウドを活用した現場書類作成（事務員を増員し本社にてサポート）

等実施いたしました。

■独自の取組や工夫されてる点

　発注者との打合せは極力情報共有システムを、社内会議はZoomを活

用することで、移動時間の削減に努めました。また、工事竣工後は、現

場員に有給休暇を消化しリフレッシュするよう推進しています。

■実現による効果など

【会社において】
・過去７年なかった新卒採用であったが、直近２年間で３名入社してい

ただいた。

・公共工事にて４週８休を実施したことで、工事成績評点がアップしま

した。

【社員からの声】
・弊社は兼業農家が３分の１程度在籍しているが、「週末に余裕をもっ

て農作業できるようになった」との事でした。

・地域行事、子供の学校行事やクラブ活動など、参加することが可能と

なった。

・仕事とプライベートのメリハリがつき、今まで以上に仕事に集中して

いる。

㈱飯盛グリーン開発 長崎県諫早市飯盛町野中15番地3

【会社の概要や特徴】

　弊社は、伐採木を主とする産業廃棄物の収集・運搬、リサイクル中間処理業

のほか、公共土木工事では伐採工事、斜面・法面対策工事の下請け受注が中

心です。伐採工事から産廃処理まで一連で行える事が特徴です。

■取り組んだ理由きっかけ

　労働環境を改善し「入社したくなる魅力ある職場」を作る

　当社は、創業時より社内カレンダーによる週休２日制度を取り入れて

おります。しかし、週休２日は名ばかり、工程を引けば休みは日曜のみ、

タイトになってくると日曜すら作業・・・これの繰り返しが現状でした。

 どうにかせねばと思い「入社したくなる魅力ある職場」作りに取組み

試行錯誤を重ねています。

■４週８休実現へのプロセス

・会社設立時点で週休２日、正規雇用、月給制を導入

・社内カレンダーにより、土日、夏期・年末年始・ゴールデンウィーク

等の定休日を設定

・週休２日実現に向け、作業効率・生産性を高めるための取組に注力

■実現に向けた様々な課題とその克服方法

　（課題）休日が増えても、仕事量が減るわけではありません。下請工

事が主であり、元請企業との工程打合せは綿密に行うなかで、決められ

た工程内での週休2日実現に向け、作業効率・生産性を高めるための取

組をどの様に行うかが重要でした。

　（方策）課題解決には、技能者の施工能力の向上が第一と考え、資格

取得と熟練技能者の技能継承に継続して取り組むほか、各自の工程管理

能力を高めるため、作業工程・施工方法の検討は技能者全員参加で行っ

ています。

■独自の取組や工夫されてる点

　現場の図面、数量等の情報をスマホで利用出来るグループウェアに登

録し、必要時に確認出来るようにしています。

　現場の進捗状況等の報告もスマホで行っていますが、こちらはLINE

を使用しています。負担が少なく短時間で報告できるよう、内容は必要

最小限で行うようにしています。

　全員が受信するため現場状況の共有が出来、直近の段取り替えや緊急

時の対応にも役立っています。

■実現による効果など

・作業工程、施工方法の検討にあたり、積極的に意見が出されるように

なりました。

→週休２日の実現のために取り組んだ効果として、各自が技能に自信を

持ち、計画立案の感覚を備える事に繋りました。無駄も無くなり生産

性も向上しています。

・有給休暇の取得も休日と併せて申請される事が多くなり、プライベー

トを重視する、休みの取り易い企業風土が根付いてきてると思います。
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